
提案条例 内容 予算

就学援助条例
生活保護基準の１．２倍を１．５倍に緩
和、小学校入学準備金３月支給など

1億1,965万円

小中学校入学祝金交付条例 入学時小２万、中３万円支給 7,795万円

子ども医療費助成条例一部改正 18才まで医療費無料化へ 5,051万円

奨学資金貸付条例の一部改正 成績要件、保証人要件の緩和 380万円

高齢者入浴事業の実施条例
「ふろわり200」を１回１００円、週２回
へ拡大

1億566万円

シルバーパス費用負担額助成
条例

費用負担が20,510円の方に15,000円
を助成など

2,955万円

介護保険料負担軽減条例
預貯金３００万以内の介護保険第１～
３段階に保険料相当額、第４、５段階
に第１段階との差額分を助成

1億5,822万円

住宅リフォーム促進、区内業者
仕事拡大条例

区内事業者によるリフォームに補助支
給

2,000万円

　　　　　　　　合計 5億6,535万円

共産党区議団提出の条例案と予算額（千円以下切り捨て）

（注）就学援助条例、子ども医療費助成、奨学資金貸付、ふろわり200の拡充は、増額
分のみ

３
月
15
日
で
新
年
度
予
算
を
審
議

す
る
荒
川
区
議
会
２
月
会
議
が
終
わ

り
ま
し
た
。
各
委
員
会
と
本
会
議
、

同
時
に
議
長
を
の
ぞ
く
全
議
員
で
構

成
す
る
「
予
算
に
関
す
る
特
別
委
員

会
」
が
８
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ

ま
し
た
。

今
回
の
区
議
会
で
は
、
０
歳
児
の

標
準
保
育
（
最
大
11
時
間
・
延
長
保

育
）
が
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
母
親

な
ど
中
心
に
し
た
ネ
ッ
ト
で
の
賛
同

署
名
、
各
会
派
へ
の
要
請
、
議
会
に

陳
情
書
提
出
な
ど
を
経
て
区
政
を
動

か
し
実
施
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

思
い
返
す
と
共
産
党
区
議
団
は
、
７

年
前
か
ら
議
会
で
取
り
上
げ
て
き
た

だ
け
に
、
あ
ら
た
め
て
区
民
の
声
で

区
政
を
動
か
す
立
場
の
重
要
性
を
痛

感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
区
の
奨
学
資

金
貸
付
の
保
証
人
要
件
緩
和
、
就
学

援
助
入
学
準
備
金
を
小
学
生
も
３
月

ま
で
に
支
給
な
ど
実
現
の
可
能
性
も

生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
若
い
世
代
の

み
な
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
方
か
ら

ご
意
見
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
声
と
結
ん
で
実
現

に
向
け
引
き
続
き
力
を
尽
く
し
ま
す
。

２０１８年３･４月号外 発行 日本共産党荒川区議会区議団

区議団控室 TEL ３８０２－４６２７ FAX ３８０６－９２４６

E-mail:arajcp@tcn-catv.ne.jp

☆町屋相談室 荒川区町屋５－３－５ ℡３８９５－０５０４

E-mail:kouji.office@gmail.com

区
の
予
算
は
、
９
９
５
億
円
と
過

去
最
大
。
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保

険
料
な
ど
の
値
上
げ
、
生
活
保
護
基

準
引
き
下
げ
へ
の
区
独
自
の
支
援
策

が
な
い
な
ど
大
き
な
問
題
で
す
。
子

ど
も
の
貧
困
対
策
も
新
規
に
児
童
相

談
所
建
設
な
ど
の
一
方
、
直
接
子
ど

も
と
そ
の
世
帯
を
支
援
す
る
新
規
充

実
事
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。

共
産
党
区
議
団
は
、
区
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
切
実
な
声
に
基
づ
き
就
学

援
助
の
拡
充
、
入
学
祝
い
金
、
子
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
の
18
歳
ま
で
の

拡
大
、
介
護
保
険
料
負
担
軽
減
助
成

や
高
齢
者
入
浴
事
業
ふ
ろ
わ
り
の
拡

充
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
利
用
負
担
軽

減
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な
ど
の

条
例
（
上
一
覧
）
と
予
算
修
正
案
を

提
出
。
予
算
の
わ
ず
か
０
．
５
％
程

度
を
組
み
替
え
で
実
施
で
き
る
内
容

で
す
。
残
念
な
が
ら
与
党
会
派
が
反

対
し
て
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

委
員
会
審
議
で
は
、
与
党
会
派
か
ら

も
子
育
て
や
高
齢
者
支
援
、
仕
事
お

こ
し
な
ど
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

同
じ
認
識
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
問
題

は
、
現
状
で
良
い
と
す
る
の
か
、
そ

れ
と
も
新
た
な
施
策
を
検
討
し
財
源

も
含
め
て
真
剣
に
検
討
す
る
姿
勢
が

あ
る
か
ど
う
か
で
す
。

引
き
続
き
与
党
会
派
へ
も
働
き
か

け
実
現
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

３
月
13
日
、
共
産
党
区
議
団
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
配
当

金
に
つ
い
て
最
低
賃
金
を
下
回
ら

な
い
よ
う
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

東
京
都
の
最
低
賃
金
は
、
毎
年

10
月
に
改
訂
さ
れ
、
現
在
は
、
９

５
８
円
で
す
。
荒
川
区
は
、
臨
時

職
員
（
ア
ル
バ
イ
ト
）
の
賃
金
を

改
訂
に
合
わ
せ
昨
年
10
月
１
日
か

ら
一
般
事
務
で
９
４
７
円
か
ら
１
，

０
０
０
円
な
ど
引
き
上
げ
ま
し
た
。

し
か
し
、

区
が
シ
ル

バ
ー
に
委

託
し
て
い

る
仕
事
は
、

一
年
契
約

で
10
月
の

最
低
賃
金

改
訂
が
あ
っ
て
も
半
年
間
そ
の
ま

ま
据
え
置
い
て
い
る
た
め
、
一
時

間
当
た
り
自
転
車
放
置
防
止
９
４

０
円
、
学
校
送
迎
９
３
３
円
な
ど
、

半
年
間
は
最
低
賃
金
以
下
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高

年
齢
者
の
社
会
参
加
、
生
き
が
い

な
ど
に
貢
献
す
る
事
業
で
、
一
般

就
労
と
違
い
、
支
払
わ
れ
る
の
は

賃
金
で
は
な
く
「
配
当
金
」
で
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
最
低
賃
金
以

下
で
い
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

東
京
都
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
で
も
「
最
低
賃
金
を
下
回

ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
」

と
い
っ
て
い
ま
す
。
半
年
ご
と
の

契
約
に
し
て
、
毎
年
10
月
に
契
約

金
額
を
見
直
す
方
法
な
ど
の
工
夫

や
改
善
が
必
要
で
す
。

森
友
問
題
を
巡
る
国
有
地
売
却

問
題
の
公
文
書
が
改
ざ
ん
さ
れ
て

い
た
事
実
が
次
々
に
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
全
く
あ
き
れ
か
え
る

異
常
な
事
態
で
す
。
行
政
の
中
で

正
式
に
決
裁
さ
れ
た
文
書
を
書
き

換
え
る
こ
と
自
体
、
公
文
書
の
改

ざ
ん
に
あ
た
る
重
大
犯
罪
で
す
。

国
で
も
地
方
で
も
政
治
と
行
政
の

主
人
公
は
、

主
権
者
で
あ

る
国
民
、
住

民
で
す
。
当

然

公

文

書

（
文
書
、
画

像
、
電
子
フ
ァ

イ
ル
な
ど
含
め
）
は
、
主
人
公
で

あ
る
国
民
、
住
民
共
有
の
財
産
で

す
。
例
え
ば
荒
川
区
の
契
約
に
つ

い
て
業
者
と
ど
う
い
っ
た
や
り
取

り
や
経
過
（
入
札
・
随
意
契
約
な

ど
）
で
成
立
し
た
か
、
区
民
は
知

る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
公
文
書
改

ざ
ん
は
、
こ
の
権
利
を
奪
う
行
為

で
す
。
ま
た
政
府
や
地
方
自
治
体

の
政
策
形
成
過
程
を
主
権
者
国
民
、

住
民
に
明
ら
か
に
す
る
な
ど
透
明

性
の
確
保
も
重
要
で
す
。
予
算
編

成
で
も
概
算
要
求
段
階
か
ら
住
民
、

議
会
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
り
ま
す
。
荒
川
区
で
も
ぜ

ひ
実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。



後期高齢者医療保険料
2018年～19年 2016年～17年 増減

均等割額 ４３，８００円 ４２，４００円 １，４００円増
所得割率 9.27% 9.07% 0.20%

一人平均保険料 ９８，６２１円 ９５，４９２円 ３，１２９円増
※国の保険料軽減特例の見直しで低所得者で大幅引き上げに
①年金収入１６８万円＝１０，４００円→１３，０００円（年額）25.0%増
②年金収入１７３万円＝３１，１００円→３４，８００円（年額）11.9%増
③年金収入１９５万円＝５１，６００円→５３，６００円（年額）13.6%増

第７期介護保険料（２０１８年度から３年間）
７期（２０１８～２０年度） ６期（２０１７年度まで） 増減率

標準保険料額 ５，９８０円（年額７１，７６０円） ５，６６２円（年額６７，９４４円） 5.62%

　　モデルケース給与所得者

世帯主40才・配偶者40才収入なし・
子10才と5才

年収 300万円 400万円

2018年度保険料 365,127 494,529

2017年度保険料 358,260 485,500

値上額 6,867 9,029

年間所得 世帯数 世帯割合
０円（不明含む） １６，４９０世帯 42.2%
１００万円以下 ９，６２８世帯 24.7%
２００万円以下 ６，８０３世帯 17.4%
３００万円以下 ２，８６１世帯 7.3%
４００万円以下 １，３１３世帯 3.4%

2017年度 荒川区国保世帯所得分布

４００万円超→省略

今
回
の
国
保
料
改
定
は
、
１
人
平

均
１
２
１
，
９
８
８
円
で
３
，
５
４

７
円
の
値
上
げ
（
左
表
参
照
）
。
国

保
の
都
道
府
県
化
の
狙
い
の
一
つ
が
、

高
す
ぎ
る
保
険
料
を
抑
え
る
た
め
に

各
自
治
体
が
行
っ
て
き
た
法
定
外
繰

り
入
れ
（
一
般
財
源
）
を
な
く
す
こ

と
で
す
。
当
初
今
回
の
値
上
げ
幅
は

こ
れ
で
の
１
・
３
倍
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
国
な
ど
の

激
変
緩
和
措
置
や
法
定
外
繰
り
入
れ

で
値
上
げ
幅
を
抑
え
ま
し
た
が
、
６

年
後
に
は
な
く
な
る
計
画
で
す
。

実
際
の
負
担
を
見
る
場
合
、
40
才

以
上
65
才
未
満
は
、
介
護
分
も
含
む

額
を
見
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
年
収

の
１
割
以
上
の

保
険
料
負
担
で

す
。
更
な
る
引

上
げ
で
は
命
と

健
康
を
守
る
は

ず
の
国
民
健
康

保
険
が
生
活
を

圧
迫
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
滞
納
者
も
増
や
す
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。
均
等
割
は
人
頭

税
の
よ
う
な
も
の
で
、
夫
婦
と
も
40

才
以
上
子
ど
も
２
人
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
で
均
等
割
だ
け
で
年
間
２
３
５
，

２
０
０
円
に
も
な
り
ま
す
。
（
下
表

参
照
）

今
年
は
後

期
高
齢
者
医

療
保
険
料
も

介
護
保
険
料

も
同
時
に
値

上
げ
で
、
高

齢
者
に
と
っ

て
は
、
ト
リ

プ
ル
パ
ン
チ

で
す
。

23
区
の
区
長
会
で
は
、
多
子
世
帯

の
負
担
軽
減
や
低
所
得
者
へ
の
配
慮

を
求
め
る
要
望
が
出
さ
れ
た
よ
う
で

す
が
保
険
料
の
値
上
げ
案
を
了
承
、

今
回
の
荒
川
区
の
保
険
料
案
と
し
て

出
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
は
医
療
介
護
へ
の
国
庫
負
担

は
削
減
し
、
「
相
互
扶
助
」
（
助
け

合
い
）
だ
と
言
っ
て
、
保
険
料
負
担

を
押
し
付
け
て
い
ま
す
。
お
友
達
や

富
裕
層
、
巨
大
企
業
に
は
税
金
を
ま

け
て
、
一
方
で
国
民
い
じ
め
続
け
て

い
ま
す
。
国
保
の
健
全
な
運
営
を
図

る
た
め
と
言
う
な
ら

出
し
渋
っ
て
い
る
国
、

東
京
都
に
財
政
負
担

を
し
っ
か
り
求
め
る

べ
き
で
す
。

※生活相談は随時

実施しています

今
年
１
月
の
実
質
賃
金
は
０
・
９

％
の
マ
イ
ナ
ス
。
２
カ
月
連
続
で
す
。

物
価
上
昇
を
反
映
し
た
実
質
賃
金
は
、

安
倍
政
権
が
誕
生
し
た
２
０
１
２
年

を
１
０
０
と
し
た
場
合
、
17
年
間
で

４
・
１
％
下
落
、
こ
の
５
年
間
で
年

額
15
万
円
減
少
、
実
質
家
計
消
費
も

20
万
円
減
少
（
下
グ
ラ
フ
）
。

日
本
の
経
済
が
お
か
し
く
な
る
は
ず

で
す
。
最
近
安
倍
首
相
の
口
か
ら

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
言
葉
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
前
に

「
公
文
書
改
ざ
ん
」
で
ア
ウ
ト
と
い
っ

た
と
こ
ろ
が
本
筋
な
の
で
し
ょ
う
。

横
山
幸
次

介
護
保
険
の
標
準
保
険
料
は
、
５
，

９
８
０
円
（
５
・
６
％
増
）
の
値
上

げ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
後
期
高
齢

者
医
療
の
保
険
料
値
上
げ
（
向
こ
う

２
年
間
）
は
、
す
で
に
東
京
都
広
域

連
合
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
保

険
料
軽
減
の
特
例
措
置
が
な
く
な
り

低
所
得
層
ほ
ど
負
担
が
増
え
る
状
況

で
す
（
下
表
参
照
）
。
今
で
も
削
減

さ
れ
暮
ら
せ
な
い
毎
月
の
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
の
値
上
げ
は
、

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
脅
か
す
も
の
で

す
。
値
上
げ
分
は
「
食
費
」
「
余
暇
」

「
衣
類
」
な
ど
ど
こ
か
を
削
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
消
費
抑
制
は
地
域
経

済
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
こ
う

し
た
点
か
ら
の
検
討
も
必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
は
、
制

度
発
足
当
時
自
営
業
者
を
中
心
に
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
は
、
高

齢
者
や
非
正
規
雇
用
な
ど
の
若
い
世

代
が
多
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

反
映
と
し
て
年

所
得
２
０
０
万

円
以
下
が
８
割

以
上
、
ゼ
ロ
円

も
４
割
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
も
制
度

の
限
界
が
見
え

て
お
り
、
当
面

一
般
財
源
の
投

入
と
国
都
の
負

担
の
増
額
が
必

要
で
す
。


